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卒業期 継承項目 入職 年後
クラスター 連想項目 の対応 連想項目 クラスター
cl１ 子ども達が成長する喜び 1) ⑤見捨てない心 CL１

子どもの成長： 一緒に楽しく活動すること 2) ⑨信頼関係 子どもとの
感動したこと 子どもから得るもの 18) ③共行動 信頼関係

結果主義ではなく過程主義 11) ④ヘルプサイン
cl２ 子どもの前で誠実であること 9) ⑧枠を作ること（叱りも含む） CL２

教員の心構え 指導(叱責）と体罰の違い 10) ⑮エンカウンターのゲーム 教師側の仕掛け
cl３ 一人じゃできない 3) ⑪ほめる言葉がけ CL３

気になる子の 声がけ（尊重のメッセージ）17) ⑫アイ・メッセージ 何かを伝えたいときの
支 援 問題行動の意味 12) ⑬目線を合わせる やりかた・コツ

子どものヘルプサイン 20) ②子どもたちからもらうもの CL４ 子どもたちから
cl４ （子どもと)雰囲気を合わせる 6) ⑥好意の返報性 得るもの

変幻自在 女優 7) ①タテとヨコ、ナナメの関係 CL５ 教師の立場・
cl５ 褒めることで行動を強化する 13) ⑦教師は女優 役割・心構え：演じ方

教師の関わり方 信頼関係 14) ⑩子どもたちの実態に
うまく空間をつくる 16) 合わせて授業をする CL ６

cl６ 授業計画 4) ⑭子どもたちに伝えたい 授業の核となるもの
授業に 子ども達に何を伝えたいか 5) ものは何か：中心発問 （ネ タ）

かかわること 中心発問 19) ⑯図画工作の授業
:授業作りの 授業は子どもの実態に合わせる 15) ⑰音楽の授業
キーワード 興味を引き出す 21) ⑱サークル活動(バンド)や特技

専門的な知識 8)
註 項目の数字は重要度順位。斜字体は、継承・対応のあるもの。
項目を結ぶ実線は継承関係､点線は弱い継承。対応クラスターを楕円囲み（点線楕円は緩い対応）。
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卒業期 継承項目 入職１年後
クラスター 連想項目 の対応 連想項目

cl１ 教師として 教師としての使命 1) �学習方法： CL１
やっていく上での根っこ： 教師としてのやりがい 2) 学び方を学んだこと

大事にしていきたいこと 教育的愛情 7) �ゼミ活動 教科指導
cl２ 生徒理解 �� �教科の専門知識 についての
指 導 生徒の立場になって ⑮学会参加 学 び

していく上での 考える �� ⑯教師対象の講習会参加

根っこ 生徒の個性の尊重 �� �ＳＰ実習 CL２
生徒の考えの多様性 �� �３年次実習 生徒を見る眼

cl３ 先の見通し： 現場の様子 �� �生徒指導についての理解 についての
未来の自分像／課題 生徒との適度な距離感 9) ⑧特別支援に関する知識 学 び

cl４ 反省･振り返り 反省･振り返り �教職支援室の先生方 CL３ 人間味･
の大切さ の大切さ ��� との会話 人としての魅力、

cl５ 学校行事の意味 特別活動 ��� ④読書 見る眼の 人
cl６ 授業作り 教科指導に関する ⑤旅行 拡がり
についての根っこと 専門知識 �	� ⑫テニス CL ４ 趣味･生 間
今後への姿勢 教科に関する専門知識 ��� ⑬自転車 きる寄りがい


⑪ボランティア･サークル CL５ 力
� 「寄りがい」は本事例による表現である の運営 サークルで

⑭特別支援ボランティア 得た力
註 項目の数字は重要度順位。斜字体は、継承・対応のあるもの。

項目を結ぶ実線は継承関係､点線は弱い継承。対応クラスターを楕円囲み（点線楕円は緩い対応）。
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卒業期 継承項目 入職１年後
クラスター 連想項目 の対応 連想項目 クラスター

子どもとの距離感 3) ①ＳＰ実習
cl１ 小規模校でのボランティア活動 ��� CL１

教員になるために コミュニケーション能力 1) ⑤自専攻の必修科目 現 場 で
絶対必要な力 教職実践演習で学んだ信頼関係作り 2) 働く上で

子どもの心を育てる指導 21) ④教育実習(小３配属)で 重要な、
cl２ 学力だけでな 教員間の連携 �� 作った各教科の指導案 実践的なこと
く精神的成長を考え 子ども同士のトラブルの解決 14) (教科指導面)
ていくこと：専門的 所属ゼミでの対外的発表活動 20) ⑧体育実技
指導力よりも上位 学級の団結力を高める学級経営 13)

cl３ 特別支援教育の必要性 ��� �サークル活動
保護者との連携方法 6) （小規模校のボランティア) CL２

子ども･保護者･地域 発達障害児への対応 ��� 社会人として
の 発達障害グレーゾーン児への対応 ��� �サークルでの 必要なこと

多様なニーズに 家庭環境と子供の成長との関係性 16) へき地校の訪問 ･社会性
対応すること 地域との連携 	�

cl４ 教材作りのコツ 21) ⑦特別支援教育 CL３
【教科指導における 体験的な活動の機会 8) についての授業 子どもとの
自分と子ども 子どもの様子を思い浮かべた指導案作成 �	� いろんな
双方の 興味関心を持つ発問の提示 19) ②教職支援室の先生方 関わり方

体験の重視】 正しい指導方法の重要性 18) からの指導や助言 (教科指導以外）
できるようになるまでの過程を大切に 12)

註 項目の数字は重要度順位。斜字体は、継承・対応のあるもの。
項目を結ぶ実線は継承関係､点線は弱い継承。対応クラスターを楕円囲み（点線楕円は緩い対応）。
【 】は研究者による命名。
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